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Sentiment text generation based on personality

対話システムが人間と良い関係を築いていくには、人間の感情を理解し、表現することが必要不可欠
です。この研究は、「こういう出来事が起きたとき、あの人だったらこういうことを思いそうだな」という人
に紐づいた感想の予測を行うことで、より人間の感情を理解、表現できる対話システムを実現します。

従来の研究では、感情の表現は喜怒哀楽のような類型で行われていました。これに対して、私たちは
「誰が」「何をしたとき」を入力として、「どのような感想を抱くか」という出力を特定の「人」に応じて推定
します。これにより、対話システムがより柔軟な感想の表現を、人に応じて使い分けることができます。

本技術を用いることで、対話システムが人間の感情をより柔軟に表現できるようになります。今後は、
事前に学習した人のみでなく、対話中のユーザが、どのような「感想の表現の特徴」を持っているかを
リアルタイムに学習したり、ユーザの述べた感想からどのような人物かを推定する手法を実現します。

こんなとき、あの人だったらどう思う？

人の個性を考慮した体験に紐づく感想生成技術

感想生成とは

人情報を考慮する注意機構による感想生成モデル
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ある「できごと」が起きたときに、「どのような気持ちになるか」を推定、文として生成する技術

先行研究→一般的に・多数派がポジティブ・ネガティブもしくは喜怒哀楽のどれだと思うかをクラス推定

課題→同じ出来事でも、経験する人によって感想は千差万別＝「人」に応じて出力を変化させる必要
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■技術のポイント

人ごとに「注目の特徴を反映するフィルタ」を学習、利用することで、

「どの単語に注目するか」や「単語をどのように理解するか」を人ごとに変化させる

家族、ハイキング→ポジティブ

疲れた

家族 で ハイキング に 行っ た

「子供」フィルタ

ハイキング→ネガティブ

注意機構に着目→人の注目の特徴を反映するフィルタを導入し、人ごとに異なる出力を実現


